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政策 22 上・下水道、河川（ため池）の整備と運営

施策71 上水道

施策72 下水道

独立採算制のもとで健全財政を確保し、経営の視点を持って安全で良質な水の供給と安定した給水体制の確立に向けた
事業運営を行います。

第２期実施計画における総評

施策における目標

想定される主な取り組み
・国際文化公園都市特定土地区画整理事業、水と緑の健康都市特定土地区画
整理事業、小野原西特定土地区画整理事業に合わせた水道施設の整備を実施
する。
・経年経過で老朽化した配水管の入れ替え及び鉛製給水管の取り替えを実施す
る。

安全で良質な水の供給と安定した給水
体制の確立。

施策概要

・平成17年度末における営業収支比率、供用開始区域内の水洗化率及び雨水整備率は目標値を達成しており、浸入水
対策率も予定通り推移している。
・また、汚水管渠整備事業、雨水管渠整備事業、浸入水実態調査及び改良事業並びに萱野汚水中継ポンプ場更新事業
も計画通り施工されており、公共下水道維持管理事業も計画通り施工されているが、管渠等の耐用年数が近接しており、
更新事業への対応が課題となっている。

・水道事業の経営を取り巻く現状は、長引いた景気の低迷、市民の節水意識の浸透・定着等により水道の使用水量が減
少するなど収益環境は悪化している。
・鉛製給水管敷設替事業、箕面浄水場中央監視制御設備更新事業及び箕面浄水場処理施設更新事業にかかる起債の
償還、新中区配水池建設事業、彩都（国際文化公園都市）の受水場・配水池建設事業、北部簡易水道施設整備事業など
が続く中で、より一層の健全財政を確保し、安全かつ良質な水を安定して供給していく必要がある。

施策における目標

第２期実施計画における総評

雨水管渠整備等により浸水被害を未然に防ぎ、市民の命・財産を守るとともに、萱野汚水中継ポンプ場更新計画に基づく
事業実施により、施設機能の保持を図り、安全・安心のまちづくりを推進します。

施策概要 想定される主な取り組み
・年間約10haの雨水管渠整備を行う。
・開発者等への雨水浸透桝設置の指導を行う。
・萱野汚水中継ポンプ場における更新計画に基づく更新を行う。

快適な生活のための適切な汚水処理や
雨水による浸水対策など、公共下水道
の整備。
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